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[1] 次の関数の原始関数を求めよ．

(1)
2x4 + x2 − 3x + 1

x3 − 3x2 + 2x − 6
(2)

1

sin x
(3)

1

a + b cos x
(a 6= 0, b 6= 0) (4) sin log x

[2] n ≥ kとし，2n − k次の多項式 Pn,kを次で定義する．

Pn,k(x) :=
dk

dxk
(1 − x2)n

(1) n > kのとき Pn,k(x)は (1 − x2)で割り切れることを示せ．
（2n − k次の多項式であることは証明せずに用いて良い．）

(2) Qn(x) :=
1

2nn!

√
2n + 1

2
Pn,n(x) (n = 0, 1, 2, · · · )とするとき，次の等式を示せ．

∫ 1

−1

Qm(x)Qn(x)dx =

{
1 (m = n),

0 (m 6= n).

[3] リーマン積分の定義にしたがって，
∫ b

a

xdx =
b2 − a2

2
を示せ．

[4] f(x)は [a, b]でC1-級とする．このとき次の等式を示せ．

lim
t→±∞

∫ b

a

f(x) sin txdx = 0

◦ 発展問題
[4]の等式は，実は f(x)が連続との仮定の下に成立する．以下の手順に従い，これ
を証明せよ．

(1) 閉区間 [a, b]を有限個の小区間に分割し，各小区間では定数であるような関数
を階段関数と呼ぶ．[a, b]上の任意の連続関数 f(x)と任意の ε > 0に対し，ある階
段関数 g(x)が存在して，次が成り立つことを示せ．

sup
a≤x≤b

|f(x) − g(x)| < ε

(2) 上問を用いて，次を示せ．

f(x)は [a, b]上連続 ⇒ lim
t→±∞

∫ b

a

f(x) sin txdx = 0

1


